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サ ウン デ ィ ン グに 関する標準規格化 ヨ ー ロ ッ パ 小 委員会 の 報告

土質工 学会現地調査法研究委員会

は じ め に

　サ ウ ン ディ ン グの 方 法 に は 数多 くの 種類 が あ り， それ ら

の 標準化 は 古 くか ら関係者 の 関心 を集め て い た 問題 で あっ

た 。

　特に ，
ヨ ー

ロ ッ パ国際土質工学会で は ， 各種の サ ウ ンデ

ィ ン グの 結果の 相互 比較，標準試験法 の 樹立 に意欲的 で あ

り ， 1965年の モ ン ト リオ ール 国際土質基礎工 学会議の 際 ，

Dr．　Zweck を委員長とす る貫入試験標準規格化 ヨ ー
ロ ッ パ

小 委員会 を結成 し，活動 を続 け て きた。

　 こ の 委員会 は1974年 の ESOPr （European 　Symposium

on 　Penetration　Testing） の 成果 をふ まえ，活動 を続け，

静的サ ウ ン デ ィ ン グ， 動的サ ウン デ ィ ン グ， 標準貫入試験，

ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウン デ ィ ン グの 4項目につ い て の 標準試

験法をま とめ ， 1977年に 開か れた 東京 国際土質基礎工 学

会議の 際 ， 報告書を実行委員会に提出し た 。 こ れ は ， す で

に ， 東京会議の プ ロ シ
ーディ ン グ ス VoL 　3 に掲載され て

い る 。

　 こ れ らの 試験方法は，我 が 国 で も極めて 利用頻度の 高い

もの で，∬S に制定 され て い る もの も少な くない 。ヨ
ー

ロ

ッ パ 地区小 委員会 の 報告の 中で 提案 され た標準試験方法 は，

細 か い 点で，我が国の 基準 と相違する と こ ろ もあ り ， 大い

に検討す る必 要がある と考え られ るの で あ る。原文 は 26ペ

ージ に及 ぶ もの で ，

「土 と基礎」 には こ れ を翻訳 し，本文

は 4月号 に ， 付録資料は 逐時紹介する予定で ある 。

　　　貫入試験標準規格化 ヨ ー
ロ ッ パ 小委員会報告

　　　　付録資料 A ．標準貫入試験標準規格案

　　　　付録資料 B ．静的 コ
ー

ン貫入試験標準規格案

　　　　付録資料 C ．動的貫入試験標準規格案

　　　　付録資料 D ．ウエ イ トサ ウ ン デ ィ ン グ （ス ウ ェ
ー

　　　　　　　　　 デ ン式サウ ン デ ィ ン グ）標準規格案

1．　 貫入試験標 準規格化

　　　　　　　　　　　ヨーロ ッ パ 小委員会報告

　1957年，
ロ ン ドン に お け る ， 第 4 回国 際 土質基礎工学会

議 で ， 静的及 び動的貫入試験 に 関す る小委員会が 発足 し ，

原位置 にお け る 貫入試験を，標準規格化すべ きで あ る とい

う意見 が提 出さ れ，貫入試験方法 につ い て の 研究 を行 っ て

い くこ とを決定 し た 。

Apri1 ，1980

　1957年か ら1961年 ま で の 問 に
， 数多くの 貫 入 試験法 に よ

る測定結果 の ，比較研究が行わ れ て きた が， 1961年に ，
パ

リで 開 かれた第 5回国際会議で は ， 実行委員会か ら，何 ら

か の 報告 を行 うま で に は 至 ら な か ウ た 。

　 こ の 第 5 回国際会議に お い て ， 小 委員会 は，現在，西 ヨ

ー
ロ ッ パ 及 び ア メ リカ で，最 も普及 して い る 原位置貫入試

験方法を， 整理 選択 して ， 標準規格化 を 目指す作業を， 今

後 も継続して 行 っ て い くこ と を決定 し た。

　引き続い て 持 た れた会合 で は，こ の 作業 を，
二 っ の 部分

に分 けて 行 うこ とに 決定 し た
。

　すなわ ち， Dr．　H ．　Zweck は ，
ヨ ー

ロ ッ パ にお け る貫入

試験の 標準規格を統一する こ と を望 み ， ま た Prof．　H ．　Ire−

land は ， 標準貫入試験 （SPT ）につ い て も ， 同様の 標準規

格化の作業 を実行す る こ と を 希望 した 。

　ヨ ー
ロ ッ パ グル

ープ は，1963 年に ，Wiesbaden にお い

て 小委員会 を開催 し，ドイ ツ 式動的貫入試験 ， オ ラ ン ダ式

コ
ー

ン 貫入試験及 び ス ウ ェ ・・一デ ン 式 サウン デ ィ ン グテ ス ト

の 標準規格化草案作製 に つ い て 討議 し た。

　1965年，モ ン ト リオ ール に お ける ， 第 6 回国際会議で ，

小委員会書記 Prof．　M ．　Vargas は ，
ヨ ー

ロ ッ パ グル ープ

及び ア メ リカ グル ープ か ら出され た報告 を提 示 し た 。 こ の

席上 ， 小委員会メ ン バ ー内で の 意見の 相違が ， か な り幅広

い もの で あ っ た と こ ろ か ら， 小委員会は，こ れ ら を分類編

集 して ，
ASCE の 会報，　 Geotechnique ，その 他適当 と 思

われ る雑誌 に発表す べ きで あ る こ とを提案 した 。 発表され

た報文 は．次 の と お りで あ る 。

　Recommended 　 method 　 for　 static 　and 　dynamic 　pene・

tratien　tests （subsurfaee 　seunding ），1965　Geotechnique
，
．

Vol．18，　No 、1，　 pp．98− 101，1968．

　Ireland　 H ．　O ．，　 Moretto　 O ．　 and 　Vargas　M ．： The 　dy−

nalnic 　penetration 　test，　A 　standard 　that　is　 not 　 standar ・

diZed
，
　 Geotechnique，　 VoL 　20，　 No．2，　 pp．185− 192，

1970．

　原位置貫入試験国際小委員会 は ，
モ ン トリオー

ル の会合

を期 に解散 され た。し か し ，
ヨ ー

ロ ッ パ 国際土質工 学会 と

して は ， 学会の 本拠 で あ る ヨ ー
ロ ッ パ 地域にお い て は ， 貫

入試験法の 標準規格化の 作業 を，今後も継続して い くこ と

の 必 要性 を感 じ， Dr．　H ．　Zweck を 委員長 とする ，
ヨ ー

ロ

ッ パ 小委員会 を設立 し た。こ の 小委員会 の 活動に つ い て は ，
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1969年 の メ キ シ コ 及び1973年の モ ス ク ワ国際会議で報告さ

れ て い る 。

　 1974 年 に， Swedish　Geotechnical　Societyは，原位置

貫入試験法に関す る ヨ ーロ ッ パ シ ン ポジ ウ ム を開催した 。

こ の シ ン ポジ ウ ム に お い て は，
“

貫入試験の 標準規格化 と ，

今後 の 各 国 の 協力 関 係
”

が討議 され た 。 シ ン ポジ ウム で 討

議され た 内容 は ，
ESOPT 会報の，　VoL 　2 ： 1

，
　 pp．53− 55

に 報告 され て い る。こ の 報告 は ，次の こ と を指摘して い る 。

　 1 ）貫入試験装置及 び 試験方法の 標準規格化 は ， そ れ を

　　行 うこ とが 望 ま しい とい うよ りは ， 必要欠 くべ か らざ

　　 る もの で あ る。

　 2 ）貫入試験法の 標準規格化 は ，
で きる だけ少ない 数に

　　限定し て行 うべ きで ある 。

　 3 ）今後，更 に貫入 試験標準規格化作業 の 基盤 を，拡大

　　発展 させ る た め に ， 国際土質工学会 は ， 国際委員会 を

　　設立 し，ヨ ー
ロ ッ パ 小委員会 との 交流メ ン バ ーを任命

　　 すべ きで あ る 。

　1975 年， イ ス タ ン ブ ー
ル にお ける ISSMFE 実行委員会

の 会合 で ，貫入試験標準規格化 ヨ ー n ッ パ 小委員会は，次

の 9 人 の メ ン バ ー
に 拡大 さ れ た。

H ．Zweck

B．Broms

A ．von 　 Moos

E ．Schultze

C．Van 　 der　 Veen

E、de　 Beer

Y．Tro丘menkov

S．Rodin

G ．Stefanoff

FRG （Chairman ）

SwedenSwitzerland

FRGNether

　 lands

Belgiu皿

USSRUKBulgaria

　 こ の 拡大小委員会の eg　1 回会合が ， 1975年 8 几 ベ ル ギ

ーの Ghent で 開催 され た。 こ の 会合 に は， フ ラ ン ス の

Dr．　F ．　Baguelin が特に 招待され ， また ス ウ ェ
ーデ ン の U ．

Bergdahl氏 が，小委員会 の 書記 に指名 され た v

　 こ の 会合 で は ， 標準規格化を行 うべ き もの と して ， 以下

に 示す 4 種 の 貫入試験法が提案され ， 今後 ， こ れ らの 標準

規格化を発展させ て い くこ と を決定した 。

　　静的サ ウ ン デ ィ ン グ

　　動的サ ウン デ イ ン グ

　　標準貫入試験

　　 ス ウ ェ ・・一デ ン 式 サ ウ ン デ イ ン グ

　標準規格化 の 作業 は ， 以下 に示 し た方 々 を委員長とす る，

4 グル
ープ に 分 か れ て 行 う こ と が 決 め られ た。

E ．de　Beer

B．Broms

S．Rodin

B．Broms

　第 2回 ヨ ー
ロ ッ パ 拡大小 委員会 は，

ノ 、 一グで 開 かれ た。

6e・

（静的サ ウン デ ィ ン グ）

（動的 サ ウン デ ィ ン グ）

（標準貫入 試験）

（ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ イ ン グ）

　　　　　　　　　1976年，オ ラン ダの

　こ の 会 合 に は ，
ヨ ー

ロ ッ パ の 15か 国か

ら， 約40人 の 代表が参加 し， 四 つ の ワ
ーキ ン グ グル

ープ か

ら出され た提案にっ い て 討議 した 。 討議で は ，こ れ ら の 提

案 を再 検討す る た め の 原 案 を， 1977年 に東京 で 行 わ れ る
，

第 9回国際会議の 前 に ， 最終 レ ポートに ま と め，実行委員

会 へ 提出す る こ と で 意見 の
一致をみ た。

　第 3 回 ヨ ・…Pt ッ パ 小委員会 は ， 1976年 11月，ス ウ ェ
ーデ

ン の ス トッ ク ホ ル ム で 開 か れ，小委員会 と して の 報告内容

につ い て，最終討議が 行 わ れ た 。

2． 貫入試験標準規格化 に関する， IJSE 小 委員

　　会 の提案

　種々 の 原位置貫入試験法 を標準規格化す る試 み が，1957

年か ら1976年ま で の 間 に，い ろ い ろ と行われ て きた。しか

し ， 1968年の 小 委員会 の 提案 に つ い て は
，

こ れ らの 提案 さ

れ た試験法を ， 従来 か ら用 い て い た 国々 を除い て は ， 広い

容認 は得 られなか っ た。こ れ まで に も，多くの 国々 の 現揚

あ る い は 実験室 で
， 貫入試験 に 関する 様々 な 研究が行 わ れ

て お り，これ らの 研究成果 は ， 国際土質工学会誌で 見 る こ

とが で きる。と こ ろ が ， こ れ ら の 研究 は ， 従来 か ら行 わ れ

て きた ， 多種多様な貫入試験法 を用い て い る た め に，そ れ

ぞれ の 成果 を， 比較検討す る こ とが で きな い 場合も多 か つ

た 。 した が っ て ， 貫入試験標準規格化 ヨ ー
ロ ッ パ 小委員会

は ， 次の よ うな提案を行 っ た 。

　 1）国際土質工 学会誌 ある い は雑誌 に研究成果 を発表す

　　る場合，研究成果を，同種 の 他 の 発表成果 と直接 比較

　　検討す る こ と がで きる よ う に ， 少 な くと も ，

一試験 は ，

　　小委員会が提案した標準規格案に従 っ て 実施す べ きで

　　ある。

　 2）発表は ， 英語及 び 仏語 の 両方で刊行すべ きで あ る。

　3）小委員会 の 活動は ， 今後 も継続し て 進 め て 行 き，貫

　　入試験に 関す る会議あ るい は シ ン ポ ジ ウム を，ヨ ーロ

　　ッ パ の 各国で の ， い ろ い ろ な経験 を発表す る こ とが で

　　き，標準規格案 の よ り よい 改善 に つ い て 討議 で きる揚

　　所 で ，1979年又 は 1980年 に 開催す る。

3． 貫入 試験標 準規格案

　現在，様々 な貫入 試験が
， 世界各国で数多く行われ て い

る。こ れ らを整理分類 して 示 せ ぱ ， 次の とお りで あ る。

　　静的 サ ウ ン デ ィ ン グ

　　動的サ ウン デ ィ ン グ

　　標準貫入 試験

　　 ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グテ ス ト

　 4種の 標準試験が提案され た 。 こ れ らは ，
い ずれ も現行

の 試験方法が基礎に な っ て い る 。 標準規格案に は，貫入試

験器類 の 寸 法 規格や ， 試験 手 法 ば か りで な く， た とえ ば，

粗雑 に作 られ た 先端 コ ー
ン が ， 測定値 に与 え る影響 とい う

よ うな細部に わ た っ て も，詳細 に述べ られ て い る。標準規

格化 を決定 した 貫入試験 は ，次 の と お りで あ る 。

土 と基礎，2S− 4 （267）
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　　 静的 コ ーン 貫入試験　（CPT ）

　　動的貫入試験　　　　（DPA 及び DPB ）

　　 標準貫入試験　　　　（SPT ）

　　 ス ウェ
ーデ ン 式 サ ウン デ ィ ン グ

　 貫入試験標準規格案 は，付録資料 A 〜D に 付記 され て い

る 。 ま た，こ の 付録資料に は，試験結果の 表示法に つ い て

の 提案 も述 べ られ て い る。

　 3．1 静的コ ーン 貫 入 試 験 （CPT ）

　静的 コ ーン 貫入 試験 （付録資料A ）は ， 試験装置が ， 本

質的 に非常 に 単純 な 機構 で あ る と こ ろ か ら採択され た 。 ま

た，連続した 測定値 が 得 られ る利 点 も， 採 択 理 由 の
一

っ で

あ る。

　標準規格化し た コ
ー

ン 貫入試験 と と も に，規格化 され る

もの 以外 の コ
ー

ン 貫入試験器 が，今後 も引続 い て 用い られ

る もの と思われ る 。 こ れ ら につ い て は ， 標準規格案 （付録

資料A ） の ，第10節 に 述 べ られ て い る。

　 3．2　動的貫 入 試験

　1965年，モ ン トリオ ール に おける，第 6 回 国際会議 の 際，

小 委員会 か ら，3 種 の 動的サ ウ ン デ ィ ン グ法が提案され た

（Geotechnique ，　 Vo1．18
，
　 No ．　1，　 March　l968 ）。

し か し，

標準規格化す べ き試験法 の 数は ， こ れ ま で の 討議で ， で

きる 限 り少数に 限 定すべ きで あ る こ とが明 らか に な っ て き

た 。 こ の た め ， 小 委員会は ，
二 種 の 変形 を有す る た だ一

っ

の 試験法を提案した （付録資料B ）。現在，1ight　dynamic

sounding 及び heavy　dynamic　 sounding と呼 ば れ て い

る 試験法 は，採択 し なか っ た。標準規格化 を 目指す段階途

次 に あ る た め，提案の 細部 に つ い て は，一
部，標準貫入試

験法 （SPT ） と，一
致 し て い る とこ ろ が あ る

。

　Iight　dynamic 　 sounding は， 中央 ヨ ーロ ッ パ で 広 く用

い られ て お り，西 ドイ ツ （DIN 　4094　Sheet　1 ＆ 2）及び

ブ ル ガ リァ 　（Bulgaria　state 　standard 　8994− 70） で標準

規格化 され て い る 。
light　dynamic 　sounding は ， 比 較的

感度 が 良 く，皿 edium あ る い は heavy　dynamic　sounding

よ りも ， 土の 状態の 細 か い 変化を検出す る こ とが で きる 。

し か し小 委員会 は ， 軟弱地盤 の ほ とん どの ケー
ス で は ，コ

ー
ン ペ ネ ト ロ メ

ー
タ
ー

の 方が，土 の 状態 に よ く適合す る も

の と考え た。

　heavy　dynamic 　sounding は，一
般的 に ，土 の 密度 な ど

の ，細 か い 変化 を検出 す る こ とは で きな い が，深 い 所 で の

硬質な 土 の 試験に は適して い る 。 こ の よ うな利点 を考え て ，

小委員 は，正 規の 標準規格案の 範囲外 で は あ る が ， 試験方

法 につ い て ， 若 干 触 れ て お い た 。

　3．　3　標 準貫入 試験

　標準貫入試験 （SPT ）は ， 北米及び南米 で 広範に用い ら

れ て お り， ま た ヨ ー
ロ ッ パ 地域で は ， 英国及び南 ヨ ー

ロ ッ

パ で一般的に用い られ て い る と こ ろか ら ， 提案 し た （付録

資料 C ）。 標準規格案 は ，現行 の ASTM 標準規格，　 D

1586− 67（1974 年再認） を基 本 と して い る。し か し，そ の
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装置 と試験方法 につ い て は ， 更に詳細に 述べ て あ る 。

　 ま た，ハ ン マ ーの 自由落下 は ， 再現性 の 良い 結 果 を示 し．

ウイ ン チ とマ ニ ラ ロ ープ の 間に摩擦力が働く，
コ ー

ン プー

リーに よ る打撃法 で 行 つ た場合よ D も，小 さい N 値 を示 す

（SPT 標準規格案 に 述 べ た よ うに） こ と に も注目すべ き で

あ る 。

　3．4　ス ウ ェ
ーデ ン 式 サウン デ ィ ン グ

　 ス ウ ェ
・一デ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ は，ス カ ン ジ ナ ビ ア 地 方

及 び 日本 で 広 く用い られ て い る調査法 で ある 。 1976年 6 月

の ，ハ
ーグにお ける 委員会 で ，本試験法 を，標準規格化 の

対象 とす べ きか 否 か が検討され た が，結局，採択す る こ と

に決定 し た。

　 ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グの 標準規格案は，現行 の

ス カ ン ジ ナ ビ ア 標準規格案と ， 全 く同
一で あ る （付録資料

D ）。　　　　　　　　　　 ’

4．　 貫入試験 に関する ， 今後の研究に つ いて の

　提案

　 ベ ル ギーの Ghent にお け る小委員会 で は，貫入 試 験装

置及 び試験手法の 細部が，試験結果 に 与 え る 影響 に つ い て ，

い くつ か の 疑問 が 投げか けられ，ま た，試験結果の 解釈 に

っ い て も討論され た
。

こ れ ら の 点 に 関 し て は
，

四 つ の ワ ー

キ ン ググル ープ が，そ れ ぞ れ の 標準規格化 に 関係す る ，研

究の た め の 問題点を提出する こ とで ， 解決を見た。 小委員

会 は，提示 され た 問題点を解決す べ く， 各国で ， 貫入試験

の 研究が 開始 さ れ た もの と期待 して い る 。

　標準規格化 の た め の 研究は ，密度及 び コ ン シ ス テ ン シ
ー

の 異な っ た，様 々 な土 で 行 わ れ る 必 要が ある。研究 は ， 現

場 で 実行す る こ とが で きる が ， あ る要素 につ い て は ， 十分

に管理 され た 状態 の もと で ，試験室 に お い て も，容易 に 行

うこ とが で きよう。

　4．1 静的 コ ー
ン 貫入試験 に おける 問題点

　 a ）貫 入 試験 器 の 先端 コ ーン は，単純 な 形状 で あ る が，
1

　　コ ー
ン の 形状の 変化が ， 貫入 抵抗 に 与え る影響の

， 系

　　統的な 研究。

　 b） あ る 定 ま っ た 形状 の コ ーン を用 い ，連続測定 あ る い

　　は 不連続測定を行 っ た場合に ， 測定結果 に与え る影響。

　 c ）標準規格案に 示 した装置 で は ， フ リク シ ョ ン ス リー

　　ブ は ，
コ
ー

ン の 上 に直接接 して 装着 され て い る。こ の

　　た め に ， 継い だ ロ ッ ドの 末端 に ， 特有な 応力場が存在

　　 し て い る。 し た が っ て ，コ
ー

ン 上 端 と フ リ ク シ ョ ン ス

　　 リ
ーブ 末端 の 間隔 を，標準規格案 に 示 され た装置 よ り

　　も広 く取 つ た試験器 を用い て 行 っ た試験結果 と比 較研

　　究する こ と。

　 d）貫入速度が測定値 に 与 え る 影響 は ，つ な ぎ ロ ッ ド末

　　端 に お ける応力場 の，い ろ い ろ な点 で の 間隙水圧 の 大

　　きさに 関連する の で は な い か と思 わ れ る。

　 e ）つ な ぎ ロ ッ ドの 形状は ， 孔内傾斜計 を用 い て 検討す
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　 る こ と 。

f ）貫入抵抗に与え る ， 寸法規格の 影響 （貫入試験装置

　 の 寸法規格 の 統
一

化 の た め）。

9 ）先端 コ
ー

ン 及 び フ リク シ ョ ン ス リ
ーブ の 仕上 り状態

　 の 影響，ス リーブ に よ る カ バ ーの 範囲 （全長 に わ た っ

　 て 行 うか，半ばまで 行 うか ）及び ス ウ ェ
ーデ ン 学会 で

　示唆し た，深 さ 1mm
， 幅 1mm の 特殊な溝が 与 え る

　 影響 の 照査。

4．2　動 的貫 入試験の 研 究 に おける 問題点

a ） もし，適当な ノ ッ キ ン グ ブ ロ ッ ク （anVil 　 cushion ）

　 が用い られ る な らば，打撃力 の 効率 は か な り増加 させ

　る こ とが で き よ う。 こ れ に よ り試験結果 は ， ば らつ き

　がな くな り， 利用価値 の 高い もの とな ろ う。

b）DPB 試 験 で は ， ケ ー
シ ン グ， 泥 水 ， 圧 搾空気 　ロ

　 ッ ドの 回転，あ る い は ロ ッ ド径 よ りやや太目の ロ ッ ド

　 カ ッ プ リ ン グ を用 い る こ と に よ り，
ロ ッ ドの 周 辺 摩擦

　 を減少 させ る こ とが で きる。こ の よ うな技術 は，DPB

　 テ ス トを容易 に し，良い 試験結果 を生む で あろ う。ま

　た，研究の
一

つ は ，ロ ッ ドを回転 し た 時の ，回転モ ー

　メ ン トを測定 して ，ロ ッ ドの 周面摩擦力を知 る こ と。

c ） DPB 試験 に おい て ，先端 ポ イ ン ト位置 で の 先端抵

　抗 の 測定方法 を研究す る こ と。こ れ は ，先端 ポ イ ン ト

　部で 直接測定す る こ と もで きる し，地表面 で の 反射応

　力波 を測定する こ と に よ り，間接的 に 知 る こ と もで き

　 る Dd

）動的貫入試験 の 先端抵抗値と ， 静的貫入試験の 先端

　抵抗値及び杭 の 支持力 との 比較 。

e ）動的貫入試験 の 先端抵抗値と ， 標準貫入試験 （SPT ）

　値及 び平板載荷支持力との 比較 。

f）各種動的貫入試験器の 適用限界。

9 ）貫入試験法 の 標準規格化が実施され る前に ， 同一条

　件の もとで ，
light　dyna皿 ic　penetrometer 及 び hea−

　 vy 　 dynamic　 penetrometer に よ る試験結果の 相違を

　比較研究す る こ と。

4，3 標準貫 入 試験 の 研究 に お ける問題点

a ）現行 の ，自由落下機構及 び コ
ー

ン プー
リ
ー法に よ る

　 N 値 の 比較。

b）自由落下機構 と，コ
ー

ン プー
リ
ー
法 の 打撃装置 の ，

　孔 口 及び孔壁 の 及ぼす作用 が，N 値 に 与える 影響。

C ）標準貫 入 試験値の 解釈 につ い て は ， 多 くの 研究者 が，

　1948 年に刊行され た ，
K ．　Terzaghi 及 び P ・B．　Peck

　 の
“ Soil　Mechanics　 in　 Engineering　Practice”に 示

　され た提案 を ， 自分 の 研究 に適用 させ る た め に ，
い ろ

　い ろ な修正係数を考案 し ， 発表し て い る 。 しか し， そ

　れ らの 修正係数は，自由落下機構あ る い は コ
ー

ン プー

　 リー
法 の ，い ずれ で 行 っ た試験結果 を もと に し た もの

　 で あ ろ うか ？

d）標準貫入試験 で 得 られ たN 値と，標準規格案 に 示 し

　た 他 の 貫入 試験 か ら求め た N 値 との 比較。

e ）種 々 の 標準 ロ ッ ドと，種 々 の 深度の 違 い が ， N 値 に

　与 え る 影響 及 び ロ ッ ドの 剛性 の 違 い が，N 値 に 与 え る

　効果。

f）ボーリ ン グ孔径が ， N 値 に与え る影響。

9 ）試験を実施 した 場所 で の ，応力 の 状態 が，N 値 に与

　え る 影響。

4．4　ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウン デ ィ ン グの 研究に お け る 問

　 題 点

a ）い ろ い ろ な 土 の 相閼を得る た め の
， 他の 貫入試験結

　果 との 比較。

b）貫入 抵抗値と ， 支持力及び 直接基礎 ， 杭 の 沈 下 量 と

　 の 関係

c ） ス ク リ ュ
ーポイ ン トの 先端摩耗が，測定値 へ 与 え る

　影響 の 許容限界 。
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